
令和２年度 １学期 始業式 講話 

令和２年６月１日 

【節目】 

みなさん、ご入学、進級おめでとう

ございます。東三国小学校からきまし

た、校長の原雅史です。皆さんと楽し

く勉強していきたいと思いますので

よろしくお願いします。 

 

さて新型コロナウィルスのため学

校を始めるのがずいぶん遅くなって

しまいました。 

しかし皆さんがおうちでがんばっ

てくれたおかげでこうやって学校を

始めることができました。ありがとう

ございます。 

お外に出られなくて辛かった時も

あったでしょう。お友達と会えなくて

つまんないと思っていた時もあった

でしょう。でも皆さんの我慢のおかげ

で、こうやって学校を始めることがで

きました。深く感謝しています。あり

がとうございます。 

でもまだコロナウィルスがなくな

ったわけではありません。今でも外国

の国では1日に何万人と言う人がコロ

ナウィルスにかかっています。担任の

先生の話をよく聞いて、手洗い換気を

しっかりして、コロナウィルスにかか

らないようにしていきましょう 

 

さて、今日は始業式。２年生だった人

は３年生に、３年生だった人は４年生

に、大きく階段を１段上がるようなこ

んな日を「節目の日」と言いますが、

この節目は、もともと何の言葉かわか

りますか？ 

答えは竹です。（青竹をみせる） 

竹の節目からきている言葉です。これ

がそれです。（竹を見せる） 

この筋みたいなのが「節目」です。 

なぜ節目がなぜあるのでしょうか。 

① 中身がないと、ストローみたいに

すぐに折れてしまうから。節目のおか

げで、強いけど、しなやかになってい

ます。 

こちらに竹より太い木の枝を持っ

てきました。でも木には節目がありま

せんから、このように簡単に折れてし

まいます。節目ってとても大切なので

す。 

② また竹は、真ん中ではなく、節目

の下から伸びます。この節目がないと、

竹はまったく成長できません。 

 

では実際に竹の節目をみてみまし

ょう。このように竹を切ると、中をみ

ることができます。竹の中はどうなっ

ていますか？ 

 

２年生～６年生のみなさんは、学年

があがり、担任の先生が替わり嫌だな

ーと思う人もいるかもしれませんが、

今日のような節目の日があるからこ

そ、人間は強くなり、成長できるので

す。 

みなさんも、この竹のように、節目

を大切にしながらまっすぐ成長し、ど

んな困難にも、つよく、そしてしなや

かに、生きていける人になってくださ

い。 

これで校長先生の話を終わります。 


